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  心血管治療センター 循環器内科 部長 田辺 正喜
た な べ  ま さ き

 （1995年 滋賀医大卒） 

◆日本内科学会認定内科医   ◆日本循環器学会認定循環器専門医  

◆日本心血管インターベンション治療学会認定医  

◆日本心血管インターベンション治療学会専門医  

◆日本慢性完全閉塞インターベンション専門家会議認定術者  

◆リードレスペースメーカー植込み資格・実施医・指導医  

佐藤病院 循環器内科 外来診療

  令和7年6月より、美杉会 佐藤病院 にて心血管治療センターを開設するにあたり、同センター循環器内科部長

を拝命させていただきました「田辺正喜」と申します。  

 当センターは昨今の全身血管病治療を積極的に推進していく観点から、特に循環器領域における心臓を中心とし

た全身血管のカテーテル治療(冠動脈インターベンション治療、末梢動脈疾患における血管内治療など)を専門的に

行うことを目的としてこのたび開設する運びとなりました。また、カテーテルデバイスを用いたペースメーカー治療

も導入可能となりました。さらに今後不整脈に対するカテーテルアブレーション治療も視野に入れてまいります。 

 私個人としては京都府にある京都岡本記念病院、大阪府の野崎徳洲会病院などにおいてこれまで11,000件以上

のカテーテル治療に携わらせていただき、多くの経験を積み上げさせていただきました。 

また、国内外での学会での医療講演などを現地で発表させていただく機会をいただいたり、インドや中国や韓国、

ベトナム、マレーシアなどの東南アジア、さらに北アフリカなど諸外国から招聘を受け、指導的立場で海外でのカ

テーテル治療を行う機会もいただき、微力ながら国際医療交流にも貢献してまいりました。今までの国内外の経験

を活かし、これまで以上に目の前の患者さんに安全なカテーテル治療を提供できればと考えております。 

   心血管治療センター開設 (2025年6月より） 

  急性冠症候群(急性心筋梗塞や不安定狭心症)に対するカテーテル治療や、末梢動脈疾患に対するカテーテル治療

はもちろんですが、とりわけ冠動脈多枝病変、高度石灰化病変、慢性完全閉塞病変などの複雑病変をお持ちの患者

さんに対してカテーテル治療を中心に最適な血行再建ができるように、経験が必要とされる冠動脈石灰化を削る

ロータブレーターを駆使して治療したり、冠動脈の付け根に近いところに病変がある場合には病変を直接削る装置

（DCA）を用いてステントを留置せずに治療したりする方法も取り入れ、“高度な医療”“あきらめない医療”をライフ

ワークに、治療に取り組んでおりますので、他病院での困難例や、バイパス手術でしか治療手段がないような冠動脈

病変でも、カテーテル治療が可能なことが十分ありますので治療にお悩みの方は、気軽にご相談下さい。 

 この地域の循環器内科の中核を担えるよう、かかりつけ医の先生方にご指導を仰ぎながら、また関連病院や近隣

の病院様とも今まで以上に連携を密にし、地域の皆様に頼りにされる心血管治療センター・循環器内科を目指して

まいります。何卒皆様のご支援の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

地域医療連携室だより 



 2025年5月、佐藤病院・男山病院では 

最新の技術を搭載したPHILIPS社製  

64列128マルチスライスCT装置を 

導入いたしました 

 今回導入された装置には、画像再構成 

や患者さんのポジショニングに最新のAI 

技術を用いる事で、より低侵襲で負担の 

少ない検査をご提供させていただきます 

社会医療法人 美杉会 佐藤病院   

日本医療機能評価機構 認定病院  

  大阪府がん診療拠点病院 

〒573-1124  

  大阪府枚方市養父東町65-1 

E-Mail chiiki@misugikai.jｐ 

URL httpｓ://www.misugikai.jp 072-850-8711（代） 

072-809-5770 

072-809-5771 

佐藤病院 地域医療連携室 
 

  受付時間（日曜・祝日・年末年始を除く） 

     平 日  9時00分～20時00分 

     土 曜  9時00分～12時00分 

 

  直通電話    
  直通FAX   
 
  受付時間帯以外のご連絡は代表番号まで 

              

  急患は24時間受け付けています 

 

CT 5300 (PHILIPS社) 

AIによる低被ばく・高画質画像 

CTのベッド構造は高齢者の方々にも乗り降

りしやすい設計となっています。寝台の高さ

は車いすと同様の高さになる事でより安全性

が向上しました 

 撮影ポジショニングにはAIカメラを使用す 

る事で検査直前まで患者さんとコミュニケー

ションをとり、迅速でありながら正確な検査を

行っております 

患者さん負担の少ない検査 

新型CTに搭載された画像再構成システム

は、AIを用いる事でCT検査の被ばく線量を

さらに低減する事が可能となりました 

   当院従来機種に比べ高画質かつ 

     20%以上被曝線量低減 
心臓領域の撮影においてもAI技術を用い 

動きを補正し、精度の高い静止画像が得られ

診断能が向上しました 

   冠動脈CTの画質・診断能向上 

新型寝台           AIカメラ 

 腹部造影画像        心臓血管画像 

2025年5月より導入 

最新AI技術搭載の64列１２８マルチスライスCT装置 


